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年
金
支
給
日
の
８
月
15
日
、
天
塩
警
察
署

と
天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
13
名
（
天
塩
小

２
～
６
年
）
が
合
同
で
、
道
内
で
被
害
が
急

増
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
被
害
防
止

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
稚
内

信
金
天
塩
支
店
前
で
高
齢
者
等
に
「
そ
の
投

資
ア
ウ
ト
！
」
と
被
害
防
止
を
呼
び
か
け
、

来
店
し
た
60
代
男
性
は
「
変
な
メ
ー
ル
が
来

た
ら
開
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
も
っ

と
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
手
た
ち
と
天
塩
署
員

は
、
て
し
お
温
泉
「
夕
映
」
な
ど
の
施
設
を

訪
れ
、
被
害
防
止
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
ボ
ー
ル
を
渡
し
、
注
意
喚
起
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
町
立
病
院
の
外
来
出
張
医
で

糖
尿
病
専
門
医
で
あ
る
続
木
惇
先
生
を
講
師

に
第
１
回
「
糖
尿
病
を
知
ろ
うCAFÉ

・
イ

チ
か
ら
学
ぶ
糖
尿
病
」
を
町
保
健
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
30
～
70
歳
代
の
町

民
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。続
木
先
生
は「
糖

尿
病
の
基
本
で
あ
る
空
腹
時
血
糖
の
正
常
値

『70-110m
g/H

g

』
を
『
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
』
で
覚
え
る
と
簡
単
」
な
ど
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
説
明
し
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し

た
具
体
的
な
生
活
習
慣
改
善
方
法
の
提
案
も

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
明
日
か
ら

や
り
た
い
」「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
飲
み
な
が
ら

楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
次
回
（
第
３

回
）
の
開
催
は
10
月
21
日
（
月
）
で
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
毎
年
８
月
を
「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
と
定
め
、
道
路
の
正
し
い
利

用
の
啓
発
や
道
路
愛
護
の
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。
８
月
22
日
、
道
の
駅
て
し
お
周
辺
の

道
路
を
天
塩
商
工
会
女
性
部
員
、
北
海
道
開

発
局
職
員
、
町
役
場
職
員
ら
約
20
名
が
約
１

時
間
に
わ
た
り
清
掃
活
動
を
行
い
、
道
路
脇

に
落
ち
て
い
た
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
を
収
集
し
ま
し
た
。
天
塩
商
工
会
女
性
部

員
は
清
掃
活
動
後
、
道
の
駅
て
し
お
内
の
花

壇
の
手
入
れ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
て
し
お
」
は
例
年
、
町
内
で
最

も
多
く
の
観
光
等
来
場
者
が
訪
れ
る
施
設

で
、
令
和
５
年
度
に
は
年
間
約
37
万
人
が
立

ち
寄
り
ま
し
た
。

　

天
塩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
初
の
試
み
と

し
て
「
昼
カ
ラ
・
サ
ロ
ン
」
を
８
月
20
日
に

ス
ナ
ッ
ク
・
Ａ
ｉ
で
開
催
し
ま
し
た
。
70
～

90
歳
代
の
会
員
約
20
名
が
参
加
し
、
各
自
が

お
気
に
入
り
の
昭
和
時
代
の
歌
謡
曲
を
順
番

に
唄
い
、
そ
の
都
度
、
拍
手
喝
采
が
な
さ
れ

盛
況
の
様
相
。
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
小
林

正
義
会
長
は
「
か
つ
て
我
々
が
若
く
、
町
も

活
気
が
あ
っ
た
頃
の
雰
囲
気
を
少
し
で
も
呼

び
戻
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
我
々

の
世
代
が
率
先
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

通
じ
て
町
を
活
気
づ
け
る
た
め
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
今

後
、
同
サ
ロ
ン
を
毎
月
１
回
開
催
す
る
予
定

で
す
。

天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス

詐
欺
被
害
防
止
活
動

糖
尿
病
を

知
ろ
うC

A
FÉ

道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
・
清
掃
活
動

老
人
ク
ラ
ブ

「
昼
カ
ラ
・
サ
ロ
ン
」

▼天塩警察署員と詐欺被害防止啓発活動を行う天塩タイガース▼第１回「糖尿病を知ろうカフェ」の様子

▼道の駅てしお周辺の道路一斉清掃を行う様子 ▼「昼カラ・サロン」の様子

８月15日～9月11日
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８
月
28
日
、
町
主
催
、
北
る
も
い
漁
業
協

同
組
合
天
塩
支
所
と
留
萌
地
区
水
産
技
術
普

及
指
導
所
の
協
力
に
よ
る
「
い
き
い
き
水
産

学
園
」
に
て
シ
ジ
ミ
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、

天
塩
小
３
年
生
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
始

め
に
天
塩
川
岸
で
シ
ジ
ミ
漁
を
見
学
し
、
１

日
で
採
れ
る
シ
ジ
ミ
の
量
や
、
漁
の
時
間
、

日
数
な
ど
を
漁
師
さ
ん
に
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
漁
組
加
工
場
に
移
動
し
て
選
別
機

に
よ
る
シ
ジ
ミ
の
選
別
工
程
を
見
学
し
、
特

大
は
32
㎜
以
上
、
大
が
26
～
31
㎜
、
中
が
23

～
25
㎜
な
ど
サ
イ
ズ
基
準
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
冷
凍
シ
ジ
ミ
の
袋
詰
め
加
工
工
程
も

見
学
し
ま
し
た
。
最
後
に
水
産
技
術
普
及
指

導
所
の
高
草
木
指
導
員
か
ら
シ
ジ
ミ
の
生
態

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
と
天
理
教
男
能
富
分
教
会
は
、
９
月
１

日
付
で
「
災
害
時
に
お
け
る
指
定
緊
急
避
難

場
所
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

洪
水
や
火
災
が
発
生
時
、
ま
た
は
地
域
住
民

か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
既
存
の
雄
信
内
地
区
の
指
定
避
難
場
所

は
雄
信
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー（
洪
水
以
外
）

と
啓
徳
小
学
校
で
す
。
９
月
３
日
、
役
場
に

て
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
、
同
教
会
の
五
十

嵐
仁
代
表
役
員
と
吉
田
町
長
が
協
定
書
に
署

名
し
ま
し
た
。
吉
田
町
長
は
「
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
施
設
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
洪
水
の
際
の
指
定
避
難
場
所
は
啓
徳

小
学
校
２
階
の
み
で
し
た
の
で
、
た
い
へ
ん

心
強
く
有
り
難
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
、
天
塩
高
校
（
２
学
年
27
名
）

は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
（
高
大
連
携
）
授

業
に
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
㈱
さ
と
ふ
る
（
東
京
）
と
Ｃ
Ｆ
（
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
の
サ
イ
ト
を
運
営
す

る
㈱
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
東
京
）
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、特
別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
の
説
明
や
、
高
校

生
や
大
学
生
が
返
礼
品
を
開
発
し
た
事
例
の

紹
介
、
ま
た
Ｃ
Ｆ
で
は
、
高
校
生
が
発
案
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
不
特
定
多
数
の
人
か
ら

資
金
を
募
る
際
の
成
功
と
失
敗
の
事
例
説
明

を
受
け
、
班
毎
に
配
置
さ
れ
た
筑
波
大
生
、

麗
澤
大
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
２
社
の

担
当
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質
疑
応
答
・
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
日
」
で
あ
る
９
月
１
日
、
７
丁

目
町
内
会
（
土
部
芳
信
会
長
）
は
、
最
寄
り

の
堅
固
な
建
物
で
あ
る
役
場
庁
舎
を
避
難
場

所
に
設
定
し
た
独
自
の
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
正
午
の
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
、

各
世
帯
が
一
斉
に
避
難
開
始
を
行
い
、
役
場

庁
舎
に
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。
10
～
80
歳

代
の
男
女
35
名
が
、
９
分
間
で
移
動
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
40
歳
代
男
性
は
、「
災
害

が
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
日
頃

か
ら
近
所
ど
う
し
で
お
互
い
声
を
か
け
あ
っ

て
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
避
難
が
で
き
る
よ
う

心
が
け
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
当
町
内
会

で
は
、
本
年
よ
り
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
天
塩
シ
ジ
ミ
」

体
験
学
習

災
害
時
避
難
協
定
を

締
結

ふ
る
さ
と
納
税
・

Ｃ
Ｆ
特
別
講
義

町
内
会
で

避
難
訓
練
を
実
施

▼漁組加工場にてシジミ選別の工程を見学する児童ら

▼協定書を手にする天理教男能富分教会の五十嵐代表役員（右）▼㈱さとふるによる「ふるさと納税」特別講義の様子

▼役場へ移動の避難訓練を実施した 7 丁目町内会


